
 保 育 所 だ よ り 
令和 7年１１月２１日 

第 ９ 号 

久 住 保 育 所 

＜１２の行事予定＞ 

３日（水）発表会予行練習 

     弁当の日 

６日（土）発表会 

１６日（火）表現活動（英語） 

１７日（水）絵本集会 

１９日（金）身体測定（全） 

２２日（月）避難訓練 

２４日（水）クリスマス会  

２７日（土）保育納め 

＜竹田市健診＞ 

１８日（木）５歳児健診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 半年ぶりに保育所周辺で猿を目撃しました。保育室から

見た子どもは落ち着いた口調で「せんせい、サルがいる

よ」と担任に知らせました。給食の準備の最中でした。少

し驚いた表情も見せましたが混乱することもなく猿が寺へ

移動していく様子をみながら準備を進めていく子ども達で

した。『大声を出さない』『近づかない』等、春に約束した

ことをよく覚えていました。子どもたちの落ちつきぶりに

成長を感じました。 

 保育所の生活では、人の話を聞いたり、自分の考えや気

持ちを人に伝えたりする場面がたくさんあります。例えば

保育士等の説明を聞いたり、絵本を読むのを聞いたり、遊

びの中で友達の要求や考えを聞くこともあります。時に

は、保育所を訪問してきた人々の話をきくこともありま

す。 

このような場面で子どもが話を聞く時は、初めは静かに

聞いたり、話の内容の全てに注意を向けて聞いているとは

限りません。特に、初めの頃には、話を聞いていても、自

分に興味のある事柄にしか注意を向けないこともあった

り、感心のあることが話されるとすぐに反応し、静かにし

ていられなくなったりすることもあります。また、友達の

話を聞かないで、友達ともめることもあります。 

このような話を聞くことに関わる様々な体験を積み重ね

ることを通して、相手が伝えようとしている内容に注意を

向けることへの必要感をもち、次第に子どもは話を聞ける

ようになっていきます。まだ小さいから、子どもだからで

はなく子どもの生活に沿いながらその意味や使い方をその

都度具体的にわかるように伝えていくことを大切にしてい

ます。 

 

 

 

〇発表会についての詳細は案内文をご確認

ください。 

〇１２/３（水）は予行練習です。 

集合時間等の確認をお願いします。 

〇プログラムは１２/４（木）に配付予定です。 

年末年始、外出する機会も多くなります。 

交通事故等に十分、気を付けてお過ごしくだ

さい。決して気を緩めることなく感染症対策も

忘れずに。 

＜保育所の年末年始の休み＞ 

１２月２９日（月）～１月３日（土） 

保育所は、乳幼児が集団で長時間生活を

共にする場です。感染症の集団での発症や

流行をできるだけ防ぐことで、一人一人の

子どもが一日快適に生活できるよう登園の

目安を参考にかかりつけ医の診断に従い

登園を再開してください。 

（自己判断は禁物） 

  

例えば・・・ 

インフルエンザでは 

発症後５日を過ぎてから、かつ

熱が下がってから３日を過ぎる

までは保育所をお休みしてくだ

さいね。 

よろしく 

おねがいします 


